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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,401,576 4,394,561 16,869,620

経常利益 (千円) 265,776 251,199 921,419

四半期(当期)純利益 (千円) 158,785 138,813 562,114

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 128,128 127,189 480,550

純資産額 (千円) 9,142,330 9,474,892 9,420,966

総資産額 (千円) 15,694,337 15,991,692 15,597,665

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.45 16.13 65.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 58.3 59.2 60.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第65期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況

が続いており、雇用情勢や個人消費も弱い動きで推移しました。

このような経営環境のもと、当社グループは既存分野の維持拡大および環境に配慮した製品の提供な

ど提案営業を積極的に推進し業績向上を図るとともに、顧客満足の質的向上を目指し企業価値の増大に

取り組みました。

　その結果、売上高は43億94百万円（前年同四半期比0.2％減）となり、営業利益は２億18百万円（前年同

四半期比12.3％減）、経常利益は２億51百万円（前年同四半期比5.5％減）、四半期純利益は１億38百万

円（前年同四半期比12.6％減）となりました。

　
　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（緩衝機能材事業）

天候にも恵まれ農産物向けパルプモウルド及び段ボールの需要が増加したため、売上高は21億92百

万円（前年同四半期比1.5％増）となり、営業利益は、２億75百万円（前年同四半期比11.4％増）とな

りました。

　
（包装機能材事業）

食品容器向けフィルム需要等が減少したものの、アジア地区の成長等で、合成樹脂向け紙袋需要等が

増加したことにより、売上高は21億３百万円（前年同四半期比3.6％増）となりましたが、営業利益は、

２億４百万円（前年同四半期比12.3％減）となりました。

　
（その他）

売上高は98百万円（前年同四半期比53.3％減）となり、営業損失は、38百万円（前年同四半期は０百

万円の営業損失）となりました。

　
　

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

 4/20



　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は14,674千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。

　
なお、当第１四半期連結累計期間は、「第４　経理の状況」において四半期連結キャッシュ・フロー計

算書を掲げてないため、キャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容は記載しておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,328,000 9,328,000福岡証券取引所
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 9,328,000 9,328,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 9,328,000 ― 466,400 ― 345,388
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   722,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,550,000
8,550 ―

単元未満株式
普通株式

56,000
― ―

発行済株式総数 9,328,000― ―

総株主の議決権 ― 8,550 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式977株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大石産業株式会社

福岡県北九州市八幡東区
桃園二丁目7番1号

722,000― 722,000 7.7

計 ― 722,000― 722,000 7.7

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,138,980 2,366,628

受取手形及び売掛金 3,886,950 4,056,939

商品及び製品 544,596 609,480

仕掛品 145,358 143,043

原材料及び貯蔵品 611,194 591,886

その他 278,722 324,203

貸倒引当金 △14,437 △14,206

流動資産合計 7,591,364 8,077,975

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,504,755 2,479,614

機械装置及び運搬具（純額） 1,848,195 1,805,028

その他（純額） 1,810,326 1,829,685

有形固定資産合計 6,163,277 6,114,329

無形固定資産 111,251 114,082

投資その他の資産

投資有価証券 987,705 948,755

その他 801,045 793,515

貸倒引当金 △56,978 △56,965

投資その他の資産合計 1,731,772 1,685,305

固定資産合計 8,006,300 7,913,717

資産合計 15,597,665 15,991,692

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,073,843 3,186,226

短期借入金 470,914 503,107

未払法人税等 105,067 187,157

賞与引当金 214,917 109,784

その他 874,545 1,142,763

流動負債合計 4,739,288 5,129,039

固定負債

長期借入金 162,258 102,694

退職給付引当金 939,498 949,529

役員退職慰労引当金 159,275 162,920

その他 176,378 172,615

固定負債合計 1,437,410 1,387,761

負債合計 6,176,699 6,516,800
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 466,400 466,400

資本剰余金 345,514 345,514

利益剰余金 9,116,885 9,182,556

自己株式 △369,041 △369,162

株主資本合計 9,559,758 9,625,307

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 200,445 176,459

為替換算調整勘定 △339,237 △326,874

その他の包括利益累計額合計 △138,792 △150,415

純資産合計 9,420,966 9,474,892

負債純資産合計 15,597,665 15,991,692

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

10/20



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 4,401,576 4,394,561

売上原価 3,425,669 3,443,903

売上総利益 975,907 950,658

販売費及び一般管理費 727,186 732,431

営業利益 248,720 218,227

営業外収益

受取利息 1,411 2,330

受取配当金 4,100 4,701

受取賃貸料 50,376 50,005

その他 18,453 15,598

営業外収益合計 74,342 72,635

営業外費用

支払利息 7,417 5,327

不動産賃貸費用 4,514 4,295

為替差損 42,018 24,037

売上割引 2,203 2,302

その他 1,132 3,700

営業外費用合計 57,286 39,663

経常利益 265,776 251,199

特別利益

固定資産売却益 － 66

受取保険金 － 21,700

特別利益合計 － 21,766

特別損失

固定資産除却損 － 1,421

固定資産売却損 － 3,596

特別損失合計 － 5,017

税金等調整前四半期純利益 265,776 267,948

法人税、住民税及び事業税 120,863 188,108

法人税等調整額 △13,872 △58,973

法人税等合計 106,990 129,134

少数株主損益調整前四半期純利益 158,785 138,813

少数株主利益 － －

四半期純利益 158,785 138,813
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 158,785 138,813

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57,939 △23,986

為替換算調整勘定 27,282 12,362

その他の包括利益合計 △30,656 △11,623

四半期包括利益 128,128 127,189

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 128,128 127,189

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 205,564千円 201,137千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 77,459 9.00平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 73,142 8.50平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,160,7862,030,0324,190,818210,7574,401,576― 4,401,576

  セグメント間の内部売上高
　又は振替高

2,034 126 2,16035,95138,112△38,112 ―

計 2,162,8202,030,1584,192,978246,7094,439,688△38,1124,401,576

セグメント利益又は損失
（△）

247,571232,909480,481△551 479,930△231,209248,720

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事業、不

動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△231,209千円には、主にセグメント間取引消去△3,041千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△227,734千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,192,6792,103,5484,296,22898,3334,394,561― 4,394,561

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,477 216 2,69323,36026,053△26,053 ―

計 2,195,1572,103,7644,298,921121,6934,420,615△26,0534,394,561

セグメント利益又は損失
（△）

275,899204,263480,162△38,040442,122△223,895218,227

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事業、不

動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△223,895千円には、主にセグメント間取引消去△2,708千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△222,282千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

     ３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 18円45銭 16円13銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 158,785 138,813

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 158,785 138,813

    普通株式の期中平均株式数(千株) 8,606 8,604

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

17/20



　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年８月３日

大　石　産　業　株　式　会　社

　取　締　役　会　   　御 　中

　

有 限 責 任 監 査 法 人　　ト ー マ ツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    小　　渕  　輝　　生　  印

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    松　　嶋　　　　　敦　　印

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    森　　　　　昭　　彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大
石産業株式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間(平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２３年４月１
日から平成２３年６月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２３
年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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